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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。このジンクフィンガー遺伝子は、子宮内膜間質肉腫で報告されている反復性染色体転座の切断点で同定されています。これらの切断点の組換えにより、この遺伝子とJAZF1が融合します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、コード領域のC末端にジンクフィンガードメインを有します。[RefSeq提供、2009年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549細胞のライセートのウェスタンブロット解析。ポリコームタンパク質SUZ12ウサギmAbを使用。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。1、ポリコームタンパク質SUZ12ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット腎臓組織の免疫組織化学分析。1、ポリコームタンパク質SUZ12ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

